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河川や湖、海等で安全な水上での離着水を行える固定翼型のドローンと、その高い飛行性能（長距離、長時間、高速）を最大限に活かし運用が可
能な地上局をはじめとする無人航空機システムの開発を行う

• 日本再興戦略2016の中で、AI・ロボットといった高度技術を活用した第4次産業革命の実現が謳
われており、「ドローンの産業利用の実現」、「次世代ロボットの利活用の実現」が具体的な取組方
針として位置付けられている

• 経産省が掲げる小型無人機による「空の産業革命」に向けたロードマップによると、無人地帯での目
視外飛行（レベル3）や有人地帯（第三者上空）での目視外飛行（レベル4）が目指されてお
り、小型無人機の社会実装が進められている

水上での離着水及び航行が可能な長距離運用無人航空機システムの開発
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• 水上離発着が可能な航空機と運用システムを設計・開発し、実証を重ねることで運用ノウハウを蓄
積させる

• マルチコプター型の競合製品と比べると、航続距離が長く、遠隔（数十㎞範囲）の物体等を探知で
きる

• 同型である固定翼機との比較では離発着を水上で行える点で優位である。障害物等が少ない水面
で離発着が可能であり、安全性のリスクが低減する

• 2021年度の販売を目標としており、顧客の実証への協力等、ドローンを用いたサービスを提案していく

水上離着水が可能で防水性能に優れた機体

航続距離の長さが優位性


